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法テラス無料法律相談会�借金の問題、家庭の問題、職場の問題など、生活上の法律相談に弁護士・司法書士が応じます。�日11月9日（水）、13時～
16時の間で1人30分間　場市庁舎（西5南7）�定先着24人�申・問10月24日（月）～11月4日（金）までに、法テラス釧路（☎050・3383・5567）へ。

一
般
会
計
の
収
支

　

平
成
27
年
度
の
決
算
額
は
、
歳
入
が

８
３
７
億
３
６
２
０
万
円
、
歳
出
が
８

２
８
億
９
３
３
４
万
円
、
差
引
額
が
８

億
４
２
８
６
万
円
で
し
た
。（
図
１
）

　

差
引
額
に
は
、
平
成
27
年
度
中
に
事

業
が
完
了
し
な
か
っ
た
た
め
、
平
成
28

年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源
４
６

１
万
円
も
含
む
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
除

い
た
実
質
的
な
黒
字
額
は
８
億
３
８
２

５
万
円
で
し
た
。（
表
１
）

歳
入
の
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年

度
に
比
べ
て
道
支
出
金
な
ど
が
増
加
し

た
も
の
の
、
市
債
や
国
庫
支
出
金
が
大

き
く
減
少
し
た
ほ
か
、
市
税
や
諸
収
入

な
ど
も
減
少
し
た
た
め
、
総
額
で
は
約

24
億
７
０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
市
の
長
期
的
な
借
金
で
あ
る
市

債
が
前
年
よ
り
も
約
25
億
９
０
０
０
万

円
減
少
し
た
の
は
、
公
共
施
設
建
設
な

ど
の
大
規
模
な
投
資
的
事
業
が
減
少
し

た
た
め
で
、
国
庫
支
出
金
は
、
介
護
保

険
施
設
な
ど
の
整
備
補
助
を
行
う
地

域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
事
業
を
実
施

し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
約
５
億
５

０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
状
況

　

一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
前
年

度
に
比
べ
、
民
生
費
や
商
工
費
な
ど
が

増
加
し
た
一
方
で
、
教
育
費
や
公
債
費

な
ど
が
減
少
し
た
た
め
、
総
額
で
は
約

24
億
６
０
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
中
で
も
、
教
育
費
は
平
成
26
年

度
で
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事

「
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
消
防
広
域
化
に
向
け
た
消
防
救
急
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
高
機
能
指
令
セ
ン

タ
ー
の
整
備
▽
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

更
新
▽
町
内
会
の
防
犯
灯
に
対
す
る
設

置
補
助
―
な
ど

「
健
康
で
や
す
ら
ぐ
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
の
給
付
▽
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
を
配
置
▽
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
に
向
け
た
私
立
幼
稚
園
の
整
備
補
助

▽
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
伴

う
小
規
模
保
育
、
事
業
所
内
保
育
へ
の

給
付
▽
平
成
28
年
度
よ
り
学
校
内
に
移

転
す
る
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
開
設
準

備
―
な
ど

「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
玉
ね
ぎ
選
別
貯
蔵
施
設
の
整
備
補
助

▽
堆
肥
の
成
分
を
評
価
す
る
分
析
法
の

検
証
▽
和
牛
生
産
者
の
組
織
化
を
支
援

▽
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
を
目
指
す
企
業
の

施
設
整
備
な
ど
を
支
援
▽
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
発
行
▽
地
元
農
作
物
を
原

料
と
す
る
機
能
性
素
材
を
活
用
し
た
商

品
開
発
の
支
援

▽
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の
情
報
発
信
や

首
都
圏
で
の
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催

▽
旧
ホ
テ
ル
み
の
や
の
再
活
用
事
業
を

支
援
▽
十
勝
の
食
の
魅
力
を
発
信
す
る

「
と
か
ち
マ
ル
シ
ェ
」
の
開
催
支
援
▽

十
勝
の
魅
力
を
生
か
し
た
体
験
・
滞
在

型
観
光
を
推
進
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の

造
成
―
な
ど

業
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
約

28
億
７
０
０
０
万
円
の
大
き
な
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
債
の
返
済
な

ど
に
充
て
る
公
債
費
で
約
７
億
２
０
０

０
万
円
、
道
路
の
新
設
や
改
良
の
た
め

の
事
業
費
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
土
木
費
で
約
６
億
５
０
０
０
万
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
収
支

　

市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
会
計
や
介
護
保
険
会
計
、

ば
ん
え
い
競
馬
会
計
な
ど
、
全
部
で
９

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

特
別
会
計
は
、
利
用
者
が
負
担
す
る

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
が
主
な
財
源
で
、

収
入
と
支
出
の
関
係
を
明
確
に
す
る
た

め
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、

表
１
の
と
お
り
で
す
。

市
の
決
算
と
財
政
状
況

平
成
27
年
度
の
各
会
計
決
算
と
主
な
取
り
組
み

　
決
算
は
９
月
23
日
か
ら
開
催
の
定
例
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
と
下
水
道
事
業
会
計
の
平
成
27
年
度
決
算
は
、
５
頁
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
財
政
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
６
）

問
い
合
わ
せ

総額837億3620万円
〔24億6979万円⇩〕

歳 

入
総額828億9334万円歳 

出 〔24億6219万円⇩〕

市税   217億1740万円市税   217億1740万円
市民や法人が納めた税金
〔8420万円⇩〕
市民や法人が納めた税金
〔8420万円⇩〕

国庫支出金   137億6262万円国庫支出金   137億6262万円
国からの補助金など
〔5億5412万円⇩〕
国からの補助金など
〔5億5412万円⇩〕

道支出金   51億1322万円道支出金   51億1322万円
道からの補助金など
〔5億4639万円⬆〕
道からの補助金など
〔5億4639万円⬆〕

民生費   311億6105万円民生費   311億6105万円
福祉や生活保護など
〔3億3052万円⬆〕
福祉や生活保護など
〔3億3052万円⬆〕

教育費   63億8641万円教育費   63億8641万円
学校教育や生涯学習
〔28億7415万円⇩〕
学校教育や生涯学習
〔28億7415万円⇩〕

その他   36億6917万円その他   36億6917万円
議会費など〔2億5250万円⇩〕議会費など〔2億5250万円⇩〕

衛生費   46億3034万円衛生費   46億3034万円
予防接種やごみ処理など〔514万円⇩〕予防接種やごみ処理など〔514万円⇩〕

差し引き 8億4286万円差し引き 8億4286万円

※〔  〕内は前年度比　※歳出の各項目には、関係する職員の給与費を含めています。

地方交付税   150億6293万円地方交付税   150億6293万円
国から交付されたお金
〔406万円⇩〕
国から交付されたお金
〔406万円⇩〕

諸収入   123億3017万円諸収入   123億3017万円
貸付金返還金や給食費など
〔2億4443万円⇩〕
貸付金返還金や給食費など
〔2億4443万円⇩〕

市債   63億7826万円市債   63億7826万円
長期的な借金〔25億8932万円⇩〕長期的な借金〔25億8932万円⇩〕

公債費   87億3439万円公債費   87億3439万円
借りたお金の返済金
〔7億1933万円⇩〕
借りたお金の返済金
〔7億1933万円⇩〕

商工費   101億8311万円商工費   101億8311万円
産業、観光などの振興
〔9億1348万円⬆〕
産業、観光などの振興
〔9億1348万円⬆〕

土木費   58億5648万円土木費   58億5648万円
道路や公園などの整備
〔6億5084万円⇩〕
道路や公園などの整備
〔6億5084万円⇩〕

総務費   45億7061万円総務費   45億7061万円
庁舎管理や防災など〔3億7100万円⬆〕庁舎管理や防災など〔3億7100万円⬆〕

消防費   39億6642万円消防費   39億6642万円
消防や救急など〔4173万円⬆〕消防や救急など〔4173万円⬆〕

農林水産業費   37億3536万円農林水産業費   37億3536万円
農業振興や土地改良事業など〔3億8304万円⬆〕農業振興や土地改良事業など〔3億8304万円⬆〕

その他   93億7160万円その他   93億7160万円
施設の使用料や財産収入など
〔4億5995万円⬆〕
施設の使用料や財産収入など
〔4億5995万円⬆〕

表１　一般会計と特別会計の決算
会計区分 歳入 歳出 翌 年 度 繰 越

事 業 財 源 実質収支
一般会計 837億3620万円 828億9334万円 461万円 8億3825万円

特
別
会
計

国民健康保険会計 208億6909万円 207億  953万円 ― 1億5956万円
後期高齢者医療会計 20億9155万円 20億1631万円 ― 7524万円
介護保険会計 130億4340万円 127億3983万円 ― 3億  357万円
中島霊園事業会計 6064万円 6064万円 ― ―
簡易水道事業会計 5401万円 5375万円 ― 26万円
農村下水道事業会計 1億1602万円 1億1602万円 ― ―
ばんえい競馬会計 152億3926万円 151億7029万円 ― 6897万円
駐車場事業会計 9954万円 9954万円 ― ―
空港事業会計 5億7687万円 5億7687万円 ― ―

合　　計 1358億8658万円 1344億3612万円 461万円 14億4585万円

図１　一般会計の歳入・歳出

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
主
な
施
策

「
第
六
期
総
合
計
画
」
の
体
系
に
基
づ
き
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「とかち帯広和牛生産改良組合」が発足

平成28年度より10カ所の
児童保育センターが学校内に移転

「とかちマルシェ」には
過去最多の約8万人が来場

新しい消防ポンプ自動車を
南出張所に配備
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北海道女性の活躍支援センター出張相談会　女性を対象に、起業や仕事の悩みなどの相談に女性起業支援の専門家が応じます。�日11月1日（火）、13
時50分～15時30分�場十勝総合振興局（東３南３）�定先着5人�申・問10月28日（金）までに、北海道女性の活躍支援センター（☎011・204・5711）へ。

帯
広
市
の
財
政
状
況

　

自
治
体
の
財
政
状
況
を
比
較
す
る
資

料
に
、
健
全
化
判
断
比
率
と
財
務
諸
表

が
あ
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
が
示
す

財
政
の
健
全
さ

　

自
治
体
全
体
の
財
政
状
況
を
把
握
し

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
財
政
健
全
化
法

に
よ
る
４
つ
の
財
政
指
標
を
「
健
全
化

判
断
比
率
」
と
し
て
定
め
、
公
表
す
る

こ
と
が
各
自
治
体
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

普
通
会
計
（
※
１
）
の
実
質
的
な
赤

字
額
が
、
市
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し

て
ど
の
く
ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を

示
す
指
標
が
「
実
質
赤
字
比
率
」
で
す
。

こ
れ
に
、
特
別
会
計
や
企
業
会
計
も
含

め
た
指
標
が
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」

で
す
。
い
ず
れ
の
指
標
も
、
平
成
27
年

度
は
黒
字
決
算
の
た
め
、
比
率
は
算
出

さ
れ
ま
せ
ん
。

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
一
般
会
計
な

ど
が
負
担
す
る
長
期
の
借
入
金
の
返
済

や
、
そ
れ
に
準
ず
る
支
出
が
、
市
の
標

準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の

割
合
に
な
る
の
か
を
示
す
指
標
で
す

（
過
去
３
カ
年
平
均
）。家
計
に
例
え
る

と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
年
間
返
済
額

が
年
収
に
占
め
る
割
合
に
な
り
ま
す
。

（
図
２
）

　

将
来
負
担
比
率
は
、
一
般
会
計
な
ど

が
抱
え
る
実
質
的
な
負
債
の
残
高
が
、

市
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
ど
の
く

ら
い
の
割
合
に
な
る
の
か
を
示
す
指
標

で
す
。
家
計
に
例
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
の
借
入
金
の
残
高
が
、
現
在
の

年
収
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
か
を
示

す
割
合
に
な
り
ま
す
。（
図
３
）

　

市
の
平
成
27
年
度
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
比
率
は
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準

「
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
エ
コ
カ
ー
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
公

用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入
▽
生
ご
み

の
循
環
利
用
促
進
に
向
け
た
基
礎
調
査

▽
緑
ヶ
丘
公
園
に「
モ
デ
ル
ガ
ー
デ
ン
」

を
造
成
▽
園
路
の
段
差
解
消
や
多
目
的

ト
イ
レ
な
ど
の
整
備
に
よ
る
公
園
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
―
な
ど

「
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
舗
装
、
標
識
な
ど
の
道
路
ス
ト
ッ
ク

の
点
検
▽
南
町
地
区
（
西
側
）
の
字
名

改
正
▽
空
港
滑
走
路
の
路
面
劣
化
状
況

調
査
、
エ
プ
ロ
ン
拡
張
に
向
け
た
基
本

設
計
▽
空
港
保
安
検
査
場
の
増
設
な
ど

に
対
す
る
補
助
―
な
ど

「
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
小
学
校
屋
内
プ
ー
ル
つ
り
天
井
の
落

下
防
止
対
策
▽
緑
丘
小
学
校
の
校
舎
温

水
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
▽
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
推
進
▽
中
学
校
、
南
商
業
高

校
の
机
・
椅
子
を
更
新
▽
こ
ど
も
学
校

応
援
地
域
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
設

▽
全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催

補
助

▽
百
年
記
念
館
展
示
室
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
▽
新
た
な
総
合
体
育
館
の
整
備
に
向

け
た
実
施
方
針
な
ど
の
策
定
準
備
▽
帯

広
の
森
第
二
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
整
氷
車

の
更
新
―
な
ど

「
思
い
や
り
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
お
び
ひ
ろ
女
性
活
躍
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
▽
（
仮
称
）
清
流
の
里
福
祉

セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
た
用
地
取
得
、

実
施
設
計
▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
耐

震
化
―
な
ど

「
自
立
と
協
働
の
ま
ち
」
を

目
指
し
た
取
り
組
み

▽
「
帯
広
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
帯
広

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
策
定
▽
公
共
施
設
白
書
の
公
表
、

「（
仮
称
）
帯
広
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
」
策
定
に
向
け
た
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
▽

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
）
導
入
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム

改
修
、
庁
内
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
強
化
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
―

な
ど

（
※
２
）
を
下
回
っ
て
い
る
ほ
か
、
借

入
残
高
の
減
少
な
ど
か
ら
前
年
度
よ
り

も
改
善
し
て
い
ま
す
。

※
１　

普
通
会
計

　

全
国
の
自
治
体
の
財
政
状
況
を
比
較

す
る
た
め
の
会
計
の
基
準
で
す
。
帯
広

市
で
は
一
般
会
計
に
中
島
霊
園
事
業
会

計
と
空
港
事
業
会
計
を
加
え
た
も
の
で

す
。

※
２　

早
期
健
全
化
基
準

　

財
政
破
綻
を
防
止
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
危
険
水
準
を
表
し
た
も
の
で
す
。

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
一
つ

で
も
基
準
値
を
上
回
る
と
、
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

企
業
会
計
の
視
点
か
ら
見
た

帯
広
市
財
政

　

現
行
の
現
金
主
義
に
よ
る
会
計
処
理

を
補
完
す
る
た
め
、
民
間
の
企
業
会
計

的
な
発
生
主
義
や
複
式
簿
記
の
考
え
方

に
基
づ
い
た
「
貸
借
対
照
表
」「
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
」「
純
資
産
変
動
計
算

書
」「
資
金
収
支
計
算
書
」
の
４
つ
の

財
務
諸
表
を
1
年
遅
れ
で
作
成
し
て
い

ま
す
。
財
務
諸
表
で
は
、
公
正
な
評
価

に
よ
る
資
産
や
負
債
の
蓄
積
状
況
の
ほ

か
、
減
価
償
却
費
な
ど
実
際
に
現
金
の

支
出
を
伴
わ
な
い
隠
れ
た
コ
ス
ト
も
把

握
し
、
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
借
対
照
表
か
ら
見
た
財
政
状
況

　

４
つ
の
財
務
諸
表
の
う
ち
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
貸
借
対
照
表
を

見
る
と
、
市
が
所
有
し
て
い
る
施
設
な

ど
の
資
産
価
値
や
、
こ
れ
か
ら
返
済
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
方
債
な
ど
の
負

債
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
が
分
か
り

ま
す
（
表
２
）。
市
民
１
人
当
た
り
に

計
算
す
る
と
、
資
産
は
約
２
１
８
万

円
、
負
債
は
約
64
万
円
、
純
資
産
は
約

１
５
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
務
諸
表
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
も
公
表
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
帯
広
市
の
財
政

　

帯
広
市
の
財
政
は
、
平
成
27
年
度
も

黒
字
決
算
と
な
っ
た
ほ
か
、
健
全
化
判

断
比
率
も
改
善
し
て
い
る
な
ど
、
健
全

な
状
況
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
伴

う
社
会
保
障
費
の
増
加
や
、
公
共
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
一
方
、
国
か

ら
の
交
付
税
は
減
少
傾
向
に
あ
る
な
ど
、

今
後
の
財
政
見
通
し
は
決
し
て
楽
観
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
将
来
を
見
据
え
、
事

業
の
選
択
と
集
中
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
の
持
続
的
な
発
展
を
実
現
す
る
た
め
、

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
核
と
す

る
各
種
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

表2　平成26年度帯広市普通会計財務諸表

図2　実質公債費比率の推移 図3　将来負担比率の推移

貸借対照表（バランスシート）……市が所有している施設などの資産価値やこれから返済しなければ
ならない地方債などの負債、すでに返済を終えた純資産がどの程度あるか表したもの
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早期健全化基準 帯広市 早期健全化基準 帯広市

平成27年度　 8.9％ 平成27年度　 105.3％

資産の部（年度末に所有している資産の価値） 負債の部（これから返済していく金額）
平成26年度 平成26年度

１
金
融
資
産

（1）資金 8億5046万円 １
流
動
負
債

（1）賞与引当金 5億2479万円

（2）債権
　未収金、貸付金など 30億4307万円 （2）地方債（短期）等

　翌年度償還予定地方債など 75億8730万円

（3）有価証券 2億7483万円 ２
非
流
動
負
債

（1）地方債
　翌々年度以降償還予定地方債 899億4896万円

（4）投資等
　出資金、基金・積立金など 165億6650万円

（2）借入金 0円

（3）引当金等
　退職手当引当金など 97億9957万円

２
非
金
融
資
産

（1）事業用資産
　 庁舎、学校、保育所、体育施設、

市営住宅など
1338億7562万円

負債合計 1078億6062万円

純資産の部（これまでに返済を終えた金額）
平成26年度

（2）インフラ資産
　道路、公園など 2114億4353万円 純資産合計 2581億9339万円

資産合計 3660億5401万円 負債・純資産合計 3660億5401万円

市民一人当たり換算（平成26年度末の住民基本台帳人口で換算）
資産の部 平成26年度 負債の部 平成26年度

資金 5055円 流動負債 4万8220円

債権 1万8089円 非流動負債 59万2922円

有価証券 1633円 負債合計 64万1142円

投資等 9万8474円 純資産の部 平成26年度
非金融資産 205万2637円 純資産 153万4746円

資産合計 217万5888円 負債・純資産合計 217万5888円

年度末人口 16万8232人

全国中学校サッカー大会の開催

おびひろ女性活躍推進フォーラムの開催
個人番号カードは引き続き
市庁舎水道棟3階で交付中
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